
子供の活動や発言例 教師の支援や留意点

〇それぞれの取組を紹介しながら話し合いを行う。
T：どのグループも頑張ってますね。
C：でも、何を作るかで迷ってる。
T：傘立て近くの水でしたね。
C：布を敷いて水を吸収するんだ。
C：目立つように知らせる。
T：たくさんアイデアが出てますね。では、実際に作るとき
に大切なことのヒントを得るため番組を見てみましょう。

〇「あんぜん②」を視聴する。
・ なるほど、似ているものね。
・ より安全に…を繰り返すのか。

・ 実際に危険な場所を特定し、安全にしようと取り
組んでいる児童の活動を称賛しながら紹介する。

・ どんなものづくりを行っているのか、そこで困って
いたり、悩んでいたりすることを顕在化できるように
声掛けを行う。

・ 番組を見ることで、具体的な活動に向かうための
ヒントを得るといった番組視聴についてのめあてを
もてるようにする。

・ ツクランカー「あんぜん②」を準備しクラスで視聴
できるようにする。

・ つぶやきは拾って板書しておく。

〇ワークシート②に取り組む。
・ もう一度番組を部分視聴したい。
・ これはどのシーンかな？
※端末があれば自由に視聴が可能

・ ワークシート②を配布する。
・ 記述できない児童には、右側の「番組では…」を参
考にするよう伝える。

・ 個々での作業を行う。

5分

〇ワークシートの記述をもとにグループで計画を話し
合う。

・ みんなの計画を合わせよう。

・ 個々での考えをもとにグループでより具体的な計
画を練る。

○ワークシートに書いたこと、特に似ているものをヒン
トに出来たグループを共有する。

・ 端末で記述を撮って共有してもよい。
・ 具体的な計画が立てられただけでなく似ている
ものをヒントにできたことを称賛する。

１．番組活用のねらい
校内の「安全」に向けたものづくりについて活動を開始したが、具体的にどのようなものづくりを行うべきか、どこに焦点を絞って
考えるべきか、などの問題について、番組をヒントにしながら解決できるようにする。番組視聴を通して、似ているものから考える
ようにしたり、具体的に手順を考えたりすることができるようになり、児童が次時からの活動をスムーズに行えるようにする。

・ 学校の地図　・ワークシート②　・ 可能であればカメラ（タブレットPCも可）
・ 番組が自由に視聴できるような環境があれば、ワークシート記述時の参考にする。
・ グループの計画などを共有するための準備

３．準備する物

安全にしたい危険な場所についての調査が進んでいる段階であったり、少しずつ活動が具体化したりする場面で、番組の視聴を行う。
児童の困り感をもとにした番組視聴により、似ているものからヒントを得るということや、試行錯誤を繰り返すことの大切さなどを
番組から得て、問題解決の糸口をつかみ、活動への更なる意欲が高まるようにする。ドアの事例では、実際に使ってみて、更なる改善
点が生まれてくるということの面白さを感じられるようにしたい。

4．活動にあたって（この授業に望むこと）

２．展開例 （５時間目／１５時間）

導入

10分

7分

10分

○学校の地図にどのようなものづくりで改善をしてい
くのかを上書き更新する。

・ 学校の地図が少しずつバージョンアップされていく
ことで、学びの有用感、効力感を感じる。

5分

番組
視聴

8分

グル
ープ

個人

活動名 みんなの安全ツクランカー

【活用案】
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